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〈編集後記〉

本号は事情により合併号（168号・169号）での発行とさせて頂きました。吹田分室のヘ

リウム液化・回収システム更新という12年ぶりの一大プロジェクトと重なり、168号の発

行当番の私の不手際によるものです。また、本号もご厚意に甘え豊中分室の竹内先生にと

りまとめをしていただき、自分自身の力の無さを痛感する限りでございます。本誌を楽し

みにしておられる読者の皆様には大変失礼いたしました。事情をご理解頂きまして、何と

ぞご容赦頂けたらと存じます。一方で言い訳にも聞こえますが、合併号となり盛沢山の内

容となっております。現低温センター長の萩原先生、本誌の前編集委員長の北岡先生、元

低温センター長の野末先生にご執筆いただきました巻頭言では低温センター、本誌の過去

と未来が垣間見られます。研究ノートでは真球単結晶、弱磁性体の磁気分離、パルス強磁場、

四重極型スピン配列に由来する電気磁気効果と充実した内容で、談話室ではお馴染みとな

っている大貫先生のエッセーもございます。ちょっとしたひとときにお楽しみいただけた

らと存じます。
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表紙説明：FIB で切断したZnO マイクロ球の内部構造 (a, b) 及びその発光スペクトル (a’, b’)。
WGM が観測された a’ の場合、そのモードナンバーも上軸に示す。a の場合、空隙が小さいため、
WGM が観測されるが、b の球殻状のものには見られない。詳細は本文（ｐ.10）を参照。


